
 

 

 

 

“煌・華～一人ひとりが輝いて、華やかな行事にしよう～”  

令和 8 年度 千葉開府 900 年記念 体育祭 
                                   校  長 

 体育祭前は、気温の乱高下が激しい毎日でした。汗をかいたり、 

ジャージを着こんだり。雨天順延のため週をまたぎましたが、５月 

25 日（月）千葉開府 900 年記念体育祭が、晴天の中開催されまし 

た。日程も変わり平日にもかかわらず、多くの皆様のご参観をいた 

だきましてありがとうございました。 

 実行委員をはじめ、各係は朝早くから準備を始めました。特にグ

ラウンドにラインを引く作業は、直線や曲線をいわば一発書きするようなものですから大変でし

た。タイミングを合わせて大きなテントを立てるのも一苦労しました。一人の力では作ることので

きない体育祭ができたことに感謝します。頼もしい生徒たちの姿でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和８年５月 27日（水） 

学校だより ５月特別号 

千葉市立高浜中学校 TAKAHAMA 

令和８年度 千葉開府 900年記念 体育祭実行委員 

 

 

 

HP上での掲載はいたしません 

 

 

 
各学級内は五十音順    

選手宣誓の様子 

選手宣誓 

宣誓 

我々選手一同は、一人一人がこの体育祭にかける思いを胸に、日々の 

仲間との練習を全力で取り組み、クラスが一丸となるとともに、全校生徒

が少ないからこそ生まれる団結力を力に変え、今日という日を迎えるため

に、全力で準備をしてきました！ 

３年生の活力と全校を引っ張る姿勢、２年生の団結力と明るさ、１年生

のパワフルさと先輩についていこうとする姿勢、この全ての力を一つに

し、最高の体育祭にします。 

また、生徒一人一人が煌めき、この素晴らしい体育祭にきれいな華を添

えられるよう、生徒全員が全力を尽くすことを誓います。 

令和８年５月 25日 

白組代表  

紅組代表  

HP上での掲載は 

いたしません 



実行委員の声かけが大成功のカギ 

体育祭延期の陰で、体育祭実行委員長、副実行委員長の言葉が 

体育祭の大成功を導き出してくれました。 

体育祭は文字通り保健体育科の学習の延長となる学校行事で

す。延期日となる 22日（金）帰りの会の冒頭では、実行委員長と

副実行委員長から全校に向けてメッセージが発せられました。延

期になったことをチャンスと捉え、準備をしっかり行うよう、そして日は空くがモチベーションを下

げないようといった力強い話でした。また、体を休め万全な状態を、そして休日けがのないようにと

いう、さすが体育祭を運営するリーダーならではの話もありました。学校のメリットでもある集団と

しての成長を後押しするかのようなメッセージでした。体育祭をできるだけ万全の状態で迎えたいと

いう、高浜中のリーダーとして全体を見据えた心温まるメッセージでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「十人十色」と言いますが、運動の好き・得意な人がいれば、苦手・嫌いな人がいます。集団活動

が好きな人もいればその逆もいます。体育祭という特別な活動の中で、生徒が職員の手も借りながら

活動を創り上げたことは大変素晴らしいことです。リーダーはもちろんですが、リーダーに付いてい

ってくれた、支えてくれた生徒一人一人の頑張りに感動しました。保護者の皆様、集団の中のお子様

それぞれの頑張りをどうぞほめてください。職員もたくさんほめました！ 

 

生徒が主語となる学校の一歩 

学校は学びの場であることには変わりありませんが、それは楽しく学べる場であることだと考えて

います。ボランティア部で教室表示を作成してくれました。その場所にふさわしいアイディアを盛り

込み教室に入りたくなる表示です。 

学校は生徒が主語の場所です。ありがとうございます！！ 

 

「手」は離れるけど、       「目」は離さないでね 

＜体育祭プログラム表紙絵＞

絵 

「考え抜く・コミュニケーション」の先に 

後輩が憧れる先輩へ 
リレーのタイムがぐんぐん伸びる！ 長縄の回数…またもや新記録！ 体育

祭の練習を重ねるたびに聞こえる歓声。いつ練習をしているのだろう？ 何

かコツが!? 職員室で思わず、３年職員に聞いてしまいました。すると、１年も

２年も記録が伸びていると聞き、またも驚きました。雨天延期が決まった日の

昼休みの体育館、足を運んでみました。すると、さらに長縄で回数を伸ばす各

学級の姿が。気づいたのは学級によって縄の回し方が異なること…なぜ？ 

 ３年生が様々考えに考え抜いて、自分たちに合った回し方にたどり着いて

いること、下級生は先輩にアドバイスをもらったり、競技の様子を見て研究し

たりしたことを知りました。 

本校の学びは「考え抜く」「コミュニケーション」を大切にしています。保健体

育の学習において、探究した結果なのでしょう。「どのようにしたら限られた

時間の中で長縄を多く跳べるか」「リレーにおいて、１秒を削るには」などと問

いを立てたのでしょう。体育祭本番の姿に感動を覚えましたが、それまでの取

組みに大変感動しました。 

その学びの先には、後輩が憧れる先輩の姿であり、来年は再来年はと自分

の姿を思い描ける本校の生徒の素晴らしさ＝伝統なのだと実感しました。 

思春期の子をもつ 

大人たちの合言葉 

HP上での掲載は 

いたしません 

作品についても、 

HP上では掲載 

いたしません 


